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ガバナー通信

1	会員増強・維持
	 〇純増正会員の4％（入会者10％退会者6％）
	 〇支部クラブ５か所（各リジョン１か所）
	 〇クラブ例会へのゲストスピーカー派遣
	 〇公式訪問・世界入会デー（WWID	4月30日）に向けた会員増強
	 〇Go	To	Lion

2	地区奉仕活動の充実
	 〇4S
	 ・献血
	 ・ヘレンケラーデー（6月1日)
	 ・骨髄バンクドナー登録会	（仙南・県北・仙台・沿岸）
	 ・アイバンク・腎バンク
	 〇青少年育成
	 ・薬物乱用防止教室（各ゾーン対象クラブ）
	 ・ライオンクエストワークショップ開催
	 〇食糧支援
	 ・安定かつ定期的な食料物資の提供
	 〇糖尿病対策
	 ・サマーキャンプ支援
	 〇YCE
	 ・冬季開催予定	

豊かなる人生に We Serve

夢と希望と笑顔の未来に 吠えよライオン！
3	世界奉仕活動の充実
	 〇LCIF基金
	 〇合同アクティビティ基金
	 〇クラブシェアリング・地区シェアリングの活用

４	災害対策
	 〇アラートセミナー開催
	 〇備蓄倉庫の確保・管理
	 〇定期防災訓練開催
	 〇アラートマニュアルの浸透

５	広報活動
	 〇地区内
	 ・ライオンみやぎ
	 ・メールによる情報発信
	 〇地域
	 ・世界ライオンズデー(10月8日)全体奉仕活動

６	IT活用
	 〇オンライン会議・イベントの推進
	 〇メーリングリスト（全クラブ員対象）
	 〇スケジュール共有（キャビネット・クラブ間）
	 〇ペーパレス化

　

時
の
流
れ
は
早
く
、
1
年
の
任
期
の
半
分
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
突

き
進
む
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。
時
間
と
い
う
の

は
不
思
議
な
も
の
で
、
時
に
は
あ
っ
と
い
う
間
に

感
じ
た
り
、
時
に
は
長
く
長
く
感
じ
た
り
す
る
も

の
で
す
。
年
末
年
始
は
10
日
間
の
長
い
休
み
を
取

り
ま
し
た
。
毎
年
長
い
休
み
を
利
用
し
て
、
1
週

間
引
き
籠
っ
て
動
か
な
い
生
活
を
す
る
と
身
体
・

精
神
に
ど
う
い
う
影
響
が
で
る
か
な
ど
、
色
々
な

実
験
を
す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
引
き
籠
る
だ
け

で
は
な
く
思
考
を
停
止
さ
せ
「
無
の
境
地
」
に
挑

戦
し
て
み
ま
し
た
。
結
果
、
気
が
付
い
た
ら
仕
事

始
め
の
日
に
な
っ
て
ま
し
た
。
ま
る
で
10
日
間
が

0.
5
秒
の
よ
う
な
短
さ
で
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。「
無
の
境
地
」と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い

い
で
す
が
、
時
間
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
行
為

べ
き
時
に
備
え
意
欲
を
高
め
、
自
由
な
時
に
は

思
い
切
り
爆
発
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
我
々
は
奉
仕

活
動
を
目
的
に
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
爆
発
さ
せ
る
の
は
奉
仕
活
動
以
外
の

何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
世
界
人
助
け
ラ
ン
キ
ン

グ
な
る
も
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
英
国
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
エ
イ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
団
体
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
国

ご
と
に「
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け
た
か
」 「
寄
付
を
し

た
か
」 「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
間
を
持
っ
た
か
」と

い
う
3
項
目
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
奉
仕
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
私
た
ち
と
し
て
は
日
本
が
上
位
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
2
0
2
1

年
の
発
表
で
は
日
本
は
調
査
国
1
1
4
か
国
中

1
1
4
位
と
衝
撃
の
世
界
最
下
位
な
の
で
す
。
私

た
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
発
展
さ
せ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
目
に
見
え
る
奉
仕
活
動
だ
け

で
は
な
く
、
奉
仕
の
精
神
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
も

私
た
ち
の
重
要
な
奉
仕
活
動
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
奉
仕
活

動
の
必
要
性
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。　

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
良
い
大
人
は
真
似

し
な
い
で
く
だ
さ
い
、
も
し
真
似
す
る
な
ら
1
日

か
2
日
で
十
分
で
す
）。
で
も
、
敢
え
て
無
駄
を

体
感
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
時
間
の
大
切
さ
を
思

い
知
り
、
感
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
上
半
期
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
で
忙

し
か
っ
た
日
々
の
時
間
が
ど
れ
だ
け
有
意
義
な
時

間
だ
っ
た
か
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
も
っ
と
も
っ

と
時
間
を
使
い
で
き
る
こ
と
が
有
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
下
半
期
へ
の
意
欲
が
今
ま
で
以
上
に
湧
い

て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
1
年
以
上
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
は
、
皆
さ
ん
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
も
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
当

た
り
前
に
で
き
て
い
た
奉
仕
活
動
が
相
次
い
で
中

止
に
な
っ
た
り
、
例
会
も
対
面
で
会
う
こ
と
が
で

き
ず
中
止
に
な
っ
た
り
と
、
行
動
意
欲
と
感
染
防

止
と
の
ジ
レ
ン
マ
の
日
々
が
続
い
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り

前
で
な
い
現
実
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
知
り
ま

し
た
。
そ
の
分
、
奉
仕
活
動
の
大
切
さ
、
素
晴
ら

し
さ
、
例
会
で
仲
間
と
会
え
る
空
間
の
喜
び
を
改

め
て
気
づ
く
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
感
染
の
波
は
、
こ
れ
か
ら
も
度
々
私
た
ち
を

悩
ま
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
不
自
由
な
時
に
は
来
る
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ライオンズクラブ国際協会 332-C地区

2021年－2022年 地区運営方針
ガバナースローガン

アクティビティスローガン

ガバナー

L . 加
か と う

藤  俊
し ゅ ん じ

治
（石巻日和LC）

332-C地区関連 3・4月度の予定
日　程 行　事

3月中 次世代リーダー座談会	【計6回開催予定】

3	/	1	（火） 第6回RC・ZCミーティング

3	/15（火） クラブアラート委員全体会議

3	/18（金）
3	/25（金） 新入会員座談会	（1R/2R）

3	/22（火） 第４回キャビネット会議
（15：00～		石巻商工会議所）

4	/	1	（金） GMT主催世界入会デー（17:00～	パレスへいあん）

4	/16（土） SC・FWT主催家族会員・ノンライオン交流会
（2022年2月8日現在）
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第二副地区ガバナー 経歴書

　

去
る
1
月
6
日（
木
）に
行
わ
れ
ま
し
た
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
空
席
補
充
会
議

に
お
き
ま
し
て
、
信
任
を
い
た
だ
き
、
空
席
で
あ
っ
た
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
仙
台
五
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
Ｌ
渡
邊
俊
弥
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
我
々
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
仕
方
、
会

議
の
在
り
方
、
奉
仕
活
動
の
在
り
方
な
ど
の
様
々
な
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
有
様
を

変
革
せ
ざ
る
を
得
な
い
必
要
性
を
定
義
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
我
々
の

所
属
す
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
第
一
の
課
題
は
会
員
減
少
を
い
か
に
し
て
ス

ト
ッ
プ
す
る
か
で
あ
り
ま
す
。
我
々
の
基
本
と
す
る
社
会
奉
仕
活
動
を
押
し
進
め

る
原
動
力
は
会
員
の
相
互
の
力
の
結
集
で
す
。
そ
の
会
員
の
減
少
は
、
組
織
と

し
て
の
致
命
的
な
欠
陥
と
な
り
ま
す
。
地
区
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
会
員
数

1,
2
5
0
名
以
上
、
ク
ラ
ブ
数
35
ク
ラ
ブ
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
下

回
る
と
移
行
地
区
と
な
り
そ
の
活
動
の
幅
は
大
き
く
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
ま
さ
に
3
3
2
―
C
地
区
は
そ
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
第
一
の
仕
事
は
会
員
増
強
と
い
う
永
遠
の
命
題
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
増

員
は
単
年
度
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
中
長
期
的
な
展
望
を
以
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
事
項
で
あ
り
ま
す
。
加
藤
俊
治
地
区

ガ
バ
ナ
ー
、
遠
藤
誠
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
取
り
組
み
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨
年
7
月
に
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に

就
任
し
早
く
も
６
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

加
藤
ガ
バ
ナ
ー
の
指
導
の
元
、
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
期
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
シ
カ
ゴ
で

の
研
修
が
中
止
。
そ
の
為
、
10
月
末
か
ら
Ｚ
o
o
m
で
の
第
一
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
勉
強
会
や
Ｇ
Ｍ
Ａ
（
グ
ロ
ー
バ
ル 
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ 

ア
プ
ロ
ー

チ
） 

会
員
増
強
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
同
様
に
複
合
開
催

の
勉
強
会
と
、
１
週
間
に
２
日
２
～
３
時
間
研
修
が
続
き
ま
し
た
。
更
に

３
月
に
於
い
て
は
２
週
間
で
１
回
３
時
間 

合
計
８
回
の
研
修
が
待
ち
構

え
て
お
り
、
例
年
に
な
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
経
由
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
が
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
情
報
が
短
期
間
の
う
ち
大
量
に
流
れ
て
き
て
お
り

正
直
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
か
ら
は
、
必
要
な
情
報
・
削
除
す

る
情
報
の
選
別
を
行
う
時
期
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｍ
Ａ
の
為
に
次
期

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
準
備
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
の
「
会
社
組

織
」 「
団
体
」
に
お
い
て
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
、
組
織
は
「
頼
む
事
」 「
任

せ
る
事
」が
重
要
な
成
功
へ
の
道
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上

に
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
は
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
生
懸
命

努
力
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  2022年１月6日（木）開催の第二副地区ガバナー空席補充会議において、仙台五城LCの渡邊
俊弥Lが第二副地区ガバナーとなることが承認されました。渡邊俊弥Lは数多くのキャビネット
役職も経験され、アワードも多数受賞しております。当地区の新時代を創っていただけること
と期待しております。

【現　職】	 株式会社	北星設計	代表取締役

【学　歴】	 1975年3月	 明治大学工学部建築学科卒

【ライオン歴】	 1997年８月	 仙台五城ライオンズクラブ入会
	 2000年～2001年	 クラブ幹事
	 2004年～2005年	 クラブ会長
	 2012年～2013年	 クラブ会長
	 2012・13年度	 LCIF・合同アクティビティ基金
	 		 管理委員会委員長
	 2014年～2015年	 CN50大会実行委員長
	 2016年～2017年	 100周年記念事業委員会委員長
	 2017年～2018年	 クラブ会計
	 2017年～2018年	 332複合地区百周年記念
	 		 副コーディネーター
	 2018年～2019年	 第１R第１Zゾーン・チェアパーソン
	 2020年～2021年	 GLT地区コーディネーター
	 2021年～2022年	 クラブ幹事
	 2022年１月～	 第２副地区ガバナー

【アワード】	 2013年～2014年	 国際会長感謝状
	 2017年～2018年	 国際会長感謝状
	 2020年～2021年	 国際会長感謝状
	 2012年～	 メルビン・ジョーンズフェロー
	 		 （８回目）

氏　名

所属クラブ

生年月日

現住所

家　族

仙台五城ライオンズクラブ

昭和26年（1951年）10月26日
（70歳）

宮城県仙台市青葉区国見
5-7-16-301

妻　多美子

GMA （グローバル・メンバーシップ・アプローチ）

会員増強のために特化した特別チームは来期2022-2023年度から全世界で取り組む国際協会会員増強プログラムです。

目的は ① 新クラブ結成により地区を活性化させる
 ② 新会員を加えてクラブの活性化を図る
	 ③	仲間との親睦と興味深い奉仕によって会員たちのやる気を一新させる
この３つを目的とし全ての会則地域で会員を増やす事です。

このGMAは準地区全体で取り組むプロジェクトで各クラブが主役となります。明確な目標と目標の達成のための行動計画

と日程工程表、明確なリーダー（進行役）が必要となりますが、最終的には皆様方の協力が不可欠となります。

何卒、よろしくお願いいたします。

第一副地区ガバナー

L .遠
えんどう

藤  誠
まこと

（仙台青雲LC）

第二副地区ガバナー

L .渡
わたなべ

邊  俊
と し や

弥
（仙台五城LC）

渡
わたなべ

邊 俊
と し や

弥

GMAについてのお知らせ　Part ① 第一副地区ガバナー　L.遠藤 誠

上半期を振り返って

就任の挨拶

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

L
渡
邊
俊
弥（
仙
台
五
城
L
C
）の
ご
紹
介

1
リ
ジ
ョ
ン
か
ら
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
！

I N F O R M A T I O N

TO P I C S
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オンライン

　

第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
2
月
2
日（
水
） 

14

時
～
16
時
30
分
ま
で
、
Z
o
o
m
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
各
委
員
会
の
副
委
員
長
も
含
め
、
多
数
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
加
藤
俊
治
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
幹
事
報
告
、
会
計
報
告
の
後
、
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
1
月
18
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
第
3
回
名
誉
顧
問
会
議

に
お
い
て
、（
公
財
）東
北
大
学
ア
イ
バ
ン
ク
、（
公
財
）宮
城
県
腎
臓
協
会
、

（
一
社
）宮
城
骨
髄
バ
ン
ク
の
三
つ
の
団
体
へ
の
支
援
金
贈
呈
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
三
団
体
へ
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
支
援
金
贈
呈
式
は
、

例
年
２
月
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本

会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
な
っ
た
為
、
名
誉
顧
問
会
議
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

〈
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
１
号
議
案	

2
0
2
1
年
7
月
1
日
～
2
0
2
1
年
12
月
31
日
に
お
け
る

	

各
会
計
中
間
報
告

第
2
号
議
案	

上
記
会
計
報
告
に
関
す
る
監
査
報
告

第
3
号
議
案	

第
68
回
地
区
年
次
大
会
会
則（
案
）

第
4
号
議
案	

第
68
回
地
区
年
次
大
会
議
事
規
則（
案
）

第
5
号
議
案	

第
68
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会
議
事
運
営
要
項	（
案
）

第
6
号
議
案	

第
68
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会
運
営
構
成
表（
案
）

第
7
号
議
案	

次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

第
8
号
議
案	

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

第
9
号
議
案	

次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
立
候
補
に
関
す
る
報
告

第
10
号
議
案	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
力
金
戻
し
金
に
つ
い
て

第
11
号
議
案	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
交
付
金
事
業
予
算
修
正
と
事
業
報
告
書
に
つ
い
て

第
12
号
議
案	

一
般
社
団
法
人
宮
城
骨
髄
バ
ン
ク
と
の
協
定
に
つ
い
て

　

第
9
号
議
案
に
つ
い
て
趣
旨
了
承
、
第
11
号
議
案
に
つ
い
て
趣
旨
了
承
、
報
告
書
を
確

認
、
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
議
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
第
10
号
議
案
に
つ
い
て
は
全
ク

ラ
ブ
へ
詳
細
な
説
明
を
行
い
異
議
が
な
け
れ
ば
実
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
R
C
・
Z
C
の
報
告
が
あ
り
、
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
名
誉
顧
問
会
議
が
1
月
18
日
（
火
）
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
一
部
、

Z
o
o
m
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
で
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
司
会
は
松
田
筆
頭
副
幹
事
が
務
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

次
に
例
年
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
行
わ
れ
て
い
た

３
バ
ン
ク
へ
の
支
援
金
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
永
冨
名
誉
顧
問
会
議
長
、
遠
藤
第
一

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
渡
邊
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
挨
拶
が
あ
り
、
藤
谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
か
ら

の
幹
事
報
告
に
入
り
ま
し
た
。

1	

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
空
席
補
充
に
つ
い
て

	

（
※
5
頁
に
関
連
記
事
）

2	

新
ク
ラ
ブ
結
成
に
つ
い
て

	

（
※
12
頁
に
関
連
記
事
）

3	

L
C
I
F
献
金
累
計
一
覧
表

4	

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
累
計
一
覧
表

5	

3
3
2
―
C
地
区
会
員
動
向

6	

そ
の
他

　

そ
の
後
、
伏
見
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
か
ら
下
半

期
諸
会
費
請
求
に
つ
い
て
の
会
計
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
議
案
に

つ
い
て
の
協
議
事
項
を
話
し
合
っ
て
名
誉
顧
問
会

議
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

名
誉
顧
問
会
議
の
後
、
名
取
L
C
へ
L
C
I
F

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
の
表
彰
が
あ
り
、
永
冨
名

誉
顧
問
会
議
長
（
名
取
L
C
）
が
代
表
し
て
受
け
取

り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
1
月
18
日（
火
）

於
：
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

Z
o
o
m
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

3
3
2
―
C
地
区

第
3
回
名
誉
顧
問
会
議

第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト  

会
議
開
催

名
誉
顧
問
会
議
に
お
い
て

３
バ
ン
ク
へ
の
支
援
金
贈
呈
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

左から
宮城骨髄バンク副理事長の石川達雄名誉顧問（石巻めぐみ野LC）、
宮城県腎臓協会の遠藤幸春事務局長、加藤俊治ガバナー（石巻日和LC）、
東北大学アイバンクの古堅智子事務局員

加藤ガバナーの挨拶就任したばかりの渡邊第二
副地区ガバナーの挨拶

遠藤第一副地区ガバナ
ーや何名かの名誉顧問
はオンラインで参加

名取LCへのキャンペーン100表彰状（上）
永冨名誉顧問会議長と加藤ガバナー（下）

キャビネット会議に先立ち、主要な事項が討議される名誉顧問会議

感謝状を受ける加藤ガバナー 支援金の贈呈をする加藤ガバナー

Zoomでのオンライン会議
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加
藤
俊
治
ガ
バ
ナ
ー
を
委
員
長
と
す
る
G
A
T
委
員
会
は

3
3
2
―
C
地
区
内
の
ク
ラ
ブ
協
力
の
下
、
石
巻
会
場
・
仙

南
会
場
は
2
0
2
1
年
12
月
11
日
（
土
）、
仙
台
会
場
は
11
日

（
土
）・
12
日
（
日
）、
県
内
3
か
所
で
、
第
二
回
学
生
と
家
庭
応

援
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
第
一
回
目
と
同
じ
コ
ロ
ナ
禍
に
悩
む
宮
城
県
内
の

学
生
と
、
歳
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
困
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
含

め
ま
し
た
。

　

尚
、
配
布
会
場
が
な
い
５
リ
ジ
ョ
ン
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

「
S
y
n
a
p
s
e
40
」と
い
う
大
崎
市
周
辺
で
、
子
ど
も
の
学

び
支
援
及
び
子
育
て
支
援
並
び
に
人
材
育
成
プ
ラ
ン
の
普
及
を

行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
団
体
に
食
料
を
寄
贈
。
ま

た
、
塩
釜
L
C
主
催
の
子
ど
も
食
堂
や
子
ど
も
支
援
団
体
数
か

所
に
も
食
料
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

前
回
同
様
、
今
回
も
各
団
体
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
で
も「
学
生
支
援
団
体
は
ぐ
ね
」は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ

て
い
る
学
生
達
自
身
が
立
ち
上
げ
、
自
分
達
と
周
囲
の
学
生
を

助
け
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
団
体
。
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
実
施

の
際
に
も
レ
オ
と
東
北
福
祉
大
学
レ
グ
ル
ス
ク
ラ
ブ
（
前
身
が

東
北
福
祉
大
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
組
織
）
と
一
緒
に
手
伝
い
に
き
て

く
れ
ま
し
た
。
学
生
の
生
の
声
を
伝
え
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
が
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の

事
前
登
録
制
を
と
り
、
3
会
場
で
当
日
登
録
含
め
2
3
4
名
に

一
人
あ
た
り
１
週
間
分
以
上
の
食
料
を
配
布
。
一
番
登
録
の
多

か
っ
た
仙
台
会
場
で
は
支
援
品
を
会
場
に
並
べ
、
好
き
な
も
の

を
レ
ジ
カ
ゴ
に
取
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
方
式
で
配
布
し
好
評
を

得
ま
し
た
。
取
り
に
来
づ
ら
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
狙
い

か
ら
敢
え
て
貧
困
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
無
料
配
布
の
宣
伝

を
し
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
で
楽
し
そ
う
に
品
物
を
選
ん
で
い
っ

た
学
生
か
ら
、
何
度
も
頭
を
下
げ
て
い
た
年
配
女
性
の
方
、
痩

せ
て
折
れ
そ
う
な
く
ら
い
細
い
指
で
10
k
g
の
米
と
他
の
食
糧

品
を
持
っ
て
帰
っ
た
学
生
さ
ん
と
様
々
で
し
た
が
、
各
会
場
に

受
取
り
に
来
た
方
は
全
員
笑
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
笑
顔
は
、
食
料
支
援
や
募
金
活
動
に
協
力
さ
れ
、
ま
た

当
日
手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
全

員
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
は
、

地
元
紙
2
紙
が
掲
載
、
地
元
テ
レ
ビ
局
が
1
局
放
映
し
ま
し
た
。

G
A
T
副
委
員
長
　
L
武
者 

眞
博（
仙
台
青
雲
L
C
）

  「
学
生
支
援
団
体
は
ぐ
ね
」の
林
さ
ん
か
ら
の
感
想

　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
お
手
伝
い
に
参
加
し
て

　

は
ぐ
ね
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
お
手
伝
い
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
１
回
目
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
袋

に
入
れ
て
直
接
渡
し
た
形
と
は
異
な
り
、
今
回
は
屋
台
の
よ

う
な
形
式
で
私
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
食
料
提
供
の
お
手
伝

い
が
出
来
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
親
し

み
や
す
く
温
か
い
雰
囲
気
に
よ
っ
て
、
最
初
は
自
分
の
欲
し

い
食
料
を
と
っ
て
い
く
の
を
遠
慮
し
て
い
た
方
も
こ
れ
欲
し

い
と
言
っ
て
笑
顔
で
も
ら
っ
て
い
て
、
私
達
も
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
方
が
私
達
に
し
て
く
れ
た
よ
う

な
雰
囲
気
作
り
や
声
が
け
を
す
る
と
と
も
に
、
来
て
く
れ
た

方
に
支
援
す
る
人
、
さ
れ
る
人
と
言
う
立
場
を
気
に
せ
ず

に
、
関
わ
り
を
も
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
ぐ
ね
メ
ン
バ
ー
自
身
も
大
学
生
と
い

う
こ
と
で
、
食
料
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
方
が
温
か
い
雰
囲
気
で
「
こ
れ
お
い
し
い
よ
。
も
っ

と
も
ら
っ
て
い
き
な
さ
い
。」と
持
っ
て
い
た
カ
ゴ
に
沢
山
入

れ
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
く
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
心
温
ま
る
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学生と家庭応援
第２回フードパントリー３会場で開催
日	時：2021年12月11日（土）
会	場：石巻会場／石巻市役所	1F
	 仙南会場／ホテル原田inさくら	ロビー

日	時：2021年12月11日（土）・12日（日）
会	場：仙台会場／中央ビル4F	貸し会議室

仙南会場 石巻会場

仙台会場
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ひとつひとつ　地域の
ために　We Serve

コロナを克服して
We Serve

心も体も健やかに！　
We Serve

今日より明日
We Serve パート２

新しい時代へ繋ごう　
We Serve

新たな時代へ挑戦し、
未来を創ろう  We Serve

コロナ禍後の夢多き
未来に果敢にチャレンジ
ウィサーブ！

「命の重さ
 思いをひとつに」

人の為　感謝の心で　
We Serve

変化を力に
We Serve

女川の子供たちの
未来に　We Serve

蔵王のミライのために
We Serve

愛と正義と友情と相互理解
で育てよう奉仕のseeds 
咲かせよう奉仕の万朶

人に優しく、環境に
優しく、ウィ・サーブ

ゆっくり  ゆったり！
新時代を共につくろう
We Serve

奉仕の心で未来につなぐ
We Serve

萩の伝統を大切に、
そして未来へ挑む。

子供達の未来の為に
51年目の大和エコーLC

「子供たちの笑顔を
 繋げる　We Serve」

楽しく みんなで
心ひとつに We Serve

奉仕の心を未来へ繋ごう！
地域のために
子どもたちのために

誇りを胸に　いつも
笑顔で　We Serve

光あれ  コロナ退散
ウィ・サーブ

We Serve

真実一路
We Serve！

絆をさらに深め
ウィ・サーブ

すべての人々の幸せの
ために　We Serve

のりこえて！ We Serve
明日のために

こころをひとつに
We Serve

万世不易でウィサーブ

縁繋ぎ援を用いて円（宴）に
なる。和顔愛語で
We Serve

融和で心一つに
ウィサーブ

思いやりから行動へ
Liberty Intelligence Our Nation's 
Safety
今出来る奉仕は何か。さぁ行動しよう！ 
We Serve！

未来へつなごう
感謝の心　We Serve

明るく楽しく
We Serve Ⅱ

困難乗り越え、
ウィサーブ

Respect And Innovation
～敬愛と革新の心で
We Serve！～

「笑顔で楽しく
 We Serve」

人々に喜びと感謝を届け
よう。 We Serve

アフターコロナで
ウィサーブ

和を以って団結、
輪を拡げ　We Serve

「苦難の後の輝く
 未来に  We Serve」

「明るい未来へ」
  We Serve

友愛の心で奉仕を
We Serve

みんな楽しく集まろう思いやりを行動に
We Serve

2021-2022 Lions Clubs International 332-C

クラブ会長挨拶

山
元
L
C

仙
台
こ
だ
ま
支
部

白
石
益
岡
L
C

仙
台
東
L
C

多
賀
城
L
C

仙
台
広
瀬
L
C

仙
台
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
L
C

仙
台
シ
テ
ィ
L
C

石
巻
L
C

岩
沼
L
C

女
川
L
C

蔵
王
L
C

仙
台
五
城
L
C

村
田
L
C

仙
台
青
雲
L
C

七
ヶ
浜
L
C

仙
台
萩
L
C

大
和
エ
コ
ー
L
C

仙
台
わ
か
ば
支
部

石
巻
ア
ゼ
リ
ア
支
部

柴
田
L
C

石
巻
日
和
L
C

仙
台
L
C

蔵
王
サ
ク
ラ
支
部

仙
台
宮
城
野
L
C

七
ヶ
宿
L
C

仙
台
泉
中
央
L
C

仙
台
高
砂
L
C

仙
台
結
支
部

塩
釜
中
央
L
C

名
取
L
C

東
松
島
L
C

大
河
原
L
C

石
巻
桃
生
L
C

仙
台
エ
コ
ー
L
C

川
崎
L
C

仙
台
い
ず
み
L
C

塩
釜
L
C

仙
台
青
葉
L
C

仙
台
い
わ
き
り
L
C

仙
台
杜
L
C

富
谷
L
C

亘
理
L
C

石
巻
中
央
L
C

丸
森
L
C

石
巻
河
南
L
C

大
和 

晴
美

斎
藤	

慶
治

佐
藤	

光
弘

伊
藤 

孝

山
口	

克
宏

山
口	

慶
子

髙
橋 

恵
美
子

箱
崎	

ひ
と
み

秋
山	

き
み
子

木
口 

順
子

阿
部	

嘉
弘

松
本	

信
義

馬
場 

学

中
舘	

幸
一

青
山	

正
一

原
田 

尚
樹

庄
子	

智
晴

菊
川	

徹

針
生 

信
夫

板
橋	

知
春

川
村	

聖
子

佐
藤 

尚
子

須
賀	

秀
勝

設
樂	

憲
史

菅
野 

仁

阿
部	

清
三

田
中	

宏
和

長
田 

雅
人

原
田	

善
弘

鉾
建	

茂
幸

橋
本 
裕

木
村	

敏
彦

佐
藤	

ち
い
子

佐
藤 

幸
則

古
山	

孝
夫

宍
戸	

弘
子

平
河
内 

禎
彦

渡
邊	

俊
弥

淺
見	

紀
夫

菅
井 

仁

鳥
島	

荘
一

佐
藤	

琢
哉

大
島 

啓
悦

木
村	

晃
三

花
木	

な
お
み

沖
田 

司

佐
藤	

壮
一

紀
野
国	

俊
道

及
川 

繁

高
橋	

淳

大
庭	

雅
寛

笠
原 

公
平

今
野	

静
雄

赤
間	

輝
夫

狩
野 

恵
子

後
藤	

久
郎

鎌
田	

さ
ゆ
り

福
村 

美
奈
子

狩
野	

節
子

髙
橋	

き
く
子

平
間 

奈
緒
美

平
間	

幸
弘

水
戸	

昭
宏

浅
野 

浩
章

杉
山	

眞
喜
子

及
川	

鏡
子

服
部 

耕
三

井
上	

規
夫

佐
藤	

正
章

太
田 

富
造

太
田	

律
子

	

中
村 

等

湯
沢	

典
男

湯
澤	

一
也

梅
津 

輝
雄

吉
田	

修

佐
藤	

俊
信

横
山 

毅
一

遠
藤	

大
輔

後
藤	

勇
夫

大
内 

康
弘

中
澤	

拓
摩

伊
藤	

睦
裕

對
馬 

良
美

弘
岡	

和
代

竹
下	

小
百
合

志
子
田 

吉
晃

土
見	

大
介

大
橋	

貴
利

鈴
木 

知
浩

洞
口	

勝
則

大
久
保	

主
計

奥
田 

恵
子

小
野	

惠
章

大
橋	

博
之

渋
口 

通

西
山	

茂
人

井
上	

薫

千
葉 

豊
記

宇
角	

安
弘

大
坂	

利
智
子

倉
林 

三
四
郎

荒
井	

美
佐
子

柴
田	

充

小
菅 

淑
人

鈴
木	

清
安

佐
々
木	

進

永
根 

悦
郎

及
川	

太

阿
部	

泰
輔

鈴
木 

健
一

工
藤	

雅
彦

佐
藤	

大

佐
藤 

宏

笹
原	

毅

佐
藤	

明

今
野 

榮
悦

残
間	

勝

佐
藤	

靖
記

千
葉 

和
宏

大
河
原	

洋

植
松	

正
美

宮
城 

美
智
彦

今
井	

厚
志

阿
部	

寿
彦

黒
崎 

敏
郎

青
田	

秀
明

丸
田	

和
子

阿
部 

浩

佐
藤	

朋
彦

奥
田	

江
利
子

渡
辺 

良
仁

八
島	

克
之

小
野	

一
宏

和
田 

重
悦

相
澤	

力

伊
藤	

忠
文
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会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
長

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

会
計

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

幹
事

「絆」　We Serve

思いやりの心で
楽しく　We Serve

ワイワイ  がやがや
We Serve

「今こそ　かたい絆で　  
 We Serve」

心のあるがままに
We Serve

地域とともに未来に
向けて　ウィサーブ

素直な心で新たに挑戦
We Serve

「草創60  ありがとう　 
 その先へ」 ～老舎之安  
 朋友之信　少者之懐～

いつも笑顔で
We Serve

友情と絆  奉仕の喜びを
共感し  We Serve

心も体も健康に笑顔で
ウィ・サーブ

手をつなぎ
WE SERVE

持続可能なくりはら！
ウィサーブ！！

　
　
　
　
　

		

G
M
T
委
員
会
で
は
、
新
入

　
　
　
　

会
員
と
普
段
接
す
る
機
会
の
少

な
い
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
と
の
対
談
を
通
し

て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
関
心
度
を

高
め
、
将
来
、
地
区
全
体
で
活
躍
し
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
る
か
と
思
い
、
ゾ
ー
ン

ご
と
の
新
入
会
員
座
談
会
を
企
画
し
ま
し

た
。	

　

今
回
は
1
R
2
Z
と
1
R
1
Z
の
座
談

会
の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
22
日
（
水
）
11
時
30
分
か
ら
13
時
30

分
ま
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
に
お
き
ま

し
て
、
１
R
２
Z
の
新
入
会
員
座
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
仙
台
広
瀬
L
C
か
ら
、
髙
橋

俊
幸
L
、
野
村
昌
史
L
、
武
田
加
奈
子
L

の
新
入
会
員
３
名
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か

ら
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
、
庄
子
智
晴
G
M
T
委

員
長
（
仙
台
広
瀬
L
C
）、
伊
藤
陽
一
副
委

員
長（
仙
台
L
C
）の
計
６
名
で
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
か
ら
奉
仕
活
動
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
先
日
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
話
を
聞
い
て
、
新
入
会
員
か
ら

は
、
是
非
沢
山
の
奉
仕
活
動
に
参
加
し
た

い
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ー
と
懇
親
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。

　

1
月
21
日
（
金
）
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

に
お
い
て
1
R
1
Z
の
新
入
会
員
座
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
仙
台
エ
コ
ー
L
C
か
ら
林
孝

子
L
と
宮
崎
秀
一
郎
L
の
新
入
会
員
２

名
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
加
藤
ガ
バ

ナ
ー
、
大
友
重
則
G
M
T
地
区
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー（
仙
台
シ
テ
ィ
L
C
）、
阿
部
善

信
G
M
T
副
委
員
長
（
仙
台
エ
コ
ー
L
C
）

の
計
5
名
で
す
。

　

新
入
会
員
は
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
用
語
の
説
明
や
昨
年
開
催
し
た

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
話
、
ガ
バ
ナ
ー
の

体
験
談
な
ど
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
の
新
入
会
員
座
談
会
は
、
2
月
に

予
定
し
て
い
た
4
R
と
5
R
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
取
り
止
め
、
3
月
は
1
R
と

2
R
を
対
象
と
し
て
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
2
月
8
日
現
在
）

　この度、国際協会より「とめシティライオンズク
ラブ」の結成承認がされました。奉仕活動の仲間が
増えることは、332-C地区として喜ばしい限りで
す。ましてや新クラブ結成となれば、喜びもひと
しおです。これを機に332-C地区に奉仕の輪がな
お一層広がっていくことを願っております。新ク
ラブの会員の皆様の活躍楽しみにしております。

ガバナー　L.加藤 俊治

承認年月日	 2022年１月4日（火）
新クラブ名称	 とめシティライオンズクラブ
スポンサー	 332-C地区キャビネット
所属R・Z	 第4R 第2Z
チャーターメンバー数 29名
会		長	 河内  敏弥
幹		事	 及川  勝一郎
会		計	 秀  理光　

活
動
報
告

石
巻
め
ぐ
み
野
L
C

中
田
L
C

栗
原
若
柳
L
C

加
美
L
C

南
三
陸
志
津
川
L
C

古
川
L
C

古
川
中
央
L
C

宮
城
学
院
さ
く
ら

レ
オ
ク
ラ
ブ

気
仙
沼
L
C

涌
谷
L
C

志
波
姫
L
C

東
北
学
院
大
学
つ
ば
さ

レ
オ
ク
ラ
ブ

佐
沼
L
C

古
川
古
城
L
C

築
館
L
C

髙
橋 

健
一

小
野
寺	

靖

鈴
木	

洋
治

日
下 

俊

鮱
名	

修

及
川	

伸
哉

小
野
寺 

健
太
郎

佐
竹	

修

熊
谷	

倫
太
郎

原 

裕
一
郎

鶴
谷	

勉

浅
野	

裕
志

及
川 

博
道

小
野
寺	

邦
夫

髙
橋	

正
宜

豊
嶋 

正
人

三
浦	

康
夫

福
原	

ひ
ろ
子

佐
々
木 

充

畠
山	

光
平

佐
藤	

政
志

田
中 

友
理

佐
竹	

美
来

遠
藤	

沙
笑

生
駒 

正
博

斉
藤	

英
敏

菅
野	

惠
司

黒
澤 

朗

後
藤	

勝
則

佐
藤	

美
徳

佐
藤 

清
幸

堀
内	

敦

千
葉	

明
洋

佐
藤 

蒼
士

濱
砂	

夏
奈

河
野	

千
尋

小
竹 

一
彰

髙
橋	

和
徳

須
藤	

慎
也

村
松 

秀
雄

金
野	

清
久

山
本	

園
子

平
野 

勝
洋

野
口	

春
幸

鈴
木	

文
男

ガ
バ
ナ
ー
と
語
ろ
う 

新
入
会
員
座
談
会

G
M
T
委
員
会

R
E
P
O
R
T　

1
R
2
Z

R
E
P
O
R
T　

1
R
1
Z

 

R
E
P
O
R
T

 

R
E
P
O
R
T

332-C地区に新クラブが結成されました！
Good News

1R2Z	仙台広瀬LCの新入会員３名と

1R1Z	仙台エコーLCの新入会員2名と

1R2Zの新入会員座談会風景

1R1Zの新入会員座談会風景
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令
和
4
年
1
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
）
東
北
福
祉

大
学
に
お
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
「
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
」
冬
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
2
年
、
3
年
に
続
き
3
年
連
続
の
開

催
と
な
り
、
受
講
者
は
過
去
最
高
の
38
名
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た

活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参

加
希
望
者
は
多
く
、
今
回
は
学
生
の
他
、
大
学
・
高

校
の
教
員
の
参
加
も
あ
り
、
充
実
し
た
2
日
間
を
送

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

加
藤
俊
治
ガ
バ
ナ
ー
、
菅
野
浩
史
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
委
員
会
委
員
長
、
新
木
経
嗣
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

副
幹
事
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
奉
仕
活
動
の
意
味
、「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
の

目
標
に
つ
い
て
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
5
本
指
じ
ゃ
ん
け
ん
」

「
リ
ー
ダ
ー
は
誰
だ
」と
い
っ
た
元
気
が
出
る
活
動
で

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行
っ
た
後
、
様
々
な
方
法
に
よ

る
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
和
や
か

な
雰
囲
気
が
で
き
あ
が
り
、
そ
の
流
れ
で
グ
ル
ー
プ

作
り
や
役
割
分
担
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
団
を
活
動
に
よ
っ
て
動
か
す
講
師
の
授
業
づ
く

り
の
技
を
目
の
当
た
り
し
た
学
生
か
ら
は
「
自
分
も

4
月
か
ら
の
現
場
で
は
こ
の
よ
う
な
指
導
を
し
た

い
」 「
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
指
示
す
る
と
自

ら
動
き
・
考
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
い
た
だ
い
た
電
子
教
材
を
そ
の
場
で
閲

覧
す
る
と
い
う
「
Z
世
代
」な
ら
で
は
の
模
擬
授
業
づ

く
り
の
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
生
に
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
を
学
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
成
果
が
出
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
変
え
る
た

め
に
は
、
教
師
、
学
校
が
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
我
が
国
の
教
育
の
担
い
手
と
な

る
学
生
に
対
す
る
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
普
及
は
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
北
福
祉
大
学
で
は
こ
の
後
、
1
月
27
日
（
木
）・

28
日（
金
）、
2
月
17
日（
木
）・
18
日（
金
）に
も
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

L
大
西	

孝
志（
石
巻
日
和
L
C
）

　
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
座
談
会
」は
、
当
地
区
の
未
来

を
担
う
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
と
の
対

話
を
通
じ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
素
朴
な

疑
問
解
決
、
新
た
な
知
識
の
修
得
な
ど
、
日
頃
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
活
動
に
よ
り
理
解
を
深
め
る
目
的
で
、

今
年
度
G
L
T
委
員
会
が
企
画
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
も
あ
り
、

今
回
は
1
R
2
Z
と
2
R
1
Z
で
行
わ
れ
た
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
座
談
会
の
模
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

		

日
時
：
2
0
2
1
年
12
月
21
日（
金
）	

11
時
30
分
～

		

場
所
：
新
仙
台
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
事
務
局

　

1
R
2
Z
の
３
ク
ラ
ブ
か
ら
４
名
の
参
加
が
あ

り
、
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
と
藤
谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の

合
計
６
名
で
の
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
エ
ネ
ジ
ャ

イ
ザ
ー
式
自
己
紹
介
、
ガ
バ
ナ
ー
挨
拶
の
後
、
参
加

者
か
ら『
所
属
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
』話
し

を
伺
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
も
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
労
力
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
よ
り
コ

ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
奉
仕
活
動
が
出
来
て
い
な
い
、

新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
高

齢
化
が
進
み
実
行
す
る
事
が
難
し
い
。
そ
の
他
、
下

半
期
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
出
来
る
奉
仕

活
動
を
行
う
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

		

日
時
：
2
0
2
2
年
1
月
12
日（
水
）11
時
30
分
～

		

場
所
：
炉
ば
た
焼	

は
た
は
た（
柴
田
町
船
岡
）

（左から）
仙台杜LC	会長	 L.千葉	和宏
仙台萩LC	会長	 L.及川	繁
地区ガバナー	 L.加藤	俊治

仙台青葉LC	会長	 L.佐藤	宏
仙台青葉LC	幹事	 L.笹原	毅
（撮影）キャビネット幹事		L.藤谷	廣司	

（左から）	 岩沼LC	 L.川口	司
	 柴田LC	会長	 L.平間	奈緒美
	 地区ガバナー	 L.加藤	俊治
	 名取LC	幹事	 L.洞口	勝則

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」

冬
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

活
動
報
告

活
動
報
告

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

日
時
：
2
0
2
2
年
1
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
）　
場
所
：
東
北
福
祉
大
学 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
座
談
会

G
L
T
委
員
会

R
E
P
O
R
T　

1
R
2
Z

R
E
P
O
R
T　

2
R
1
Z

 

R
E
P
O
R
T

 

R
E
P
O
R
T

2日間のまとめ

お疲れ様でした ほめる言葉の贈り物

いただいた電子教材を早速スマホで活用

感染症対策加藤ガバナー挨拶

新木副幹事も電子教材閲覧

菅野ライオンズクエスト委員長
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◀石巻市立須江小学校

石巻市立蛇田中学校▶

◀日本ウェルネス宮城高等学校

　

12
月
16
日
（
木
） 

14
時
か
ら
16
時
ま
で
、

仙
台
市
青
葉
区
の
R
E
F
R
A
I
N（
ル
フ

ラ
ン
）
に
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
・

F
W
T
委
員
会
主
催
の
「
家
族
会
員
・
ノ
ン

ラ
イ
オ
ン
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

及
川
鏡
子
S
C
・
F
W
T
地
区
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
開
会
の
挨
拶
、
加
藤
ガ
バ

ナ
ー
の
挨
拶
の
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
ス
タ

イ
リ
ス
ト
の
Rリ
リ

ー

i
r
i  

S
シ

バ

タ

h
i
b
a
t
a
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
美
味
し
い
紅
茶
の

入
れ
方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
31
人
の

う
ち
14
人
が
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
で
し

た
。
美
味
し
い
紅
茶
と
ケ
ー
キ
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

紅
茶
教
室
の
後
、
小
笠
原
博
美
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
副
会
計
（
石
巻
L
C
）
よ
り
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
の
ビ
デ
オ
を
観
な
が
ら
説
明

が
あ
り
、
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
か
ら
「
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。」
と
言
う
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
交
流
会
を
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ
た
對
馬
良
美

S
C
・
F
W
T
副
委
員
長
（
仙
台
結
支
部
）

か
ら
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
様
な
交
流
会
を
沢
山

し
て
い
く
こ
と
で
会
員
増
強
に
繋
げ
て
い

け
た
ら
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
様
々
な
形
で
3
3
2
―
C
地
区
へ

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
『
東
北
支
援
チ
ー
ム

K
A
W
A
I
』
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
3
3
0
―
A

地
区
河
合
悦
子
元
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
「
昨
年
に
引

き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
な
の
で
、
人
を
集

め
て
の
支
援
で
は
な
く
、
被
災
さ
れ
た
学
校
へ

必
要
品
を
贈
呈
し
た
い
」
と
当
地
区
の
田
畑
名
誉

顧
問
を
通
じ
て
温
か
い
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
加
藤
ガ
バ
ナ
ー
の
発
案
で
、
震
災

後
、
被
災
し
た
方
々
が
移
り
住
み
、
児
童
、
生

徒
数
が
増
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
支
援
の

手
が
届
か
な
い
学
校
へ
、
必
要
な
備
品
を
支
援

す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
今
回
の
経
緯
を
説
明
の
後
、
現
物

を
持
っ
て
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
各
学
校
へ
目

録
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
蛇
田
中
学
校
の
小
野
寺
校
長

先
生
、
須
江
小
学
校
の
伊
藤
校
長
先
生
、
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
高
等
学
校
の
中
塩
副
校
長
先

生
よ
り
『
支
援
の
目
が
届
き
に
く
い
現
状
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

震
災
以
降
、
被
災
地
の
子
供
た
ち
へ
、
心
の

こ
も
っ
た
ご
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
る
3
3
0
―

A
地
区
チ
ー
ム
K
A
W
A
I
の
河
合
悦
子
元
ガ

バ
ナ
ー
に
改
め
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事　

L
藤
谷
廣
司

日　時：2021年12月20日(月)
寄贈先：石巻市立須江小学校
寄贈品：電子ピアノ	1台・ブルーヒーター(石油ストーブ)	1台
	 空気清浄機	2台・CDラジカセ	2台

日　時：2021年12月20日(月)
寄贈先：石巻市立蛇田中学校
寄贈品：55型4K液晶テレビ	1台・スタンド型テレビ台	1台

日　時：2021年12月23日(木)
寄贈先：日本ウェルネス宮城高等学校
寄贈品：サッカーボール	10個・バドミントンラケット	48本
	 シャトルコック	6ダース・バレーボール	10個
	 ゲームベスト	20枚・電子ホイッスル	2個
	 ストップウォッチ	ソーラー式	2個

講師のRiri	Shibataさん

オシャレな案内チラシ

加藤ガバナーと講師の先生も交えて、参加したSC・FWT委員会の皆さん

14人のノンライオンも交えての楽しいひと時

對馬良美SC・FWT副委員長

活動報告 SC・FWT委員会

家族会員・ノンライオン交流会
〈紅茶教室 Lily's Tea Lesson〉

被災地支援アクティビティ
学校用品寄贈目録贈呈
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1

2

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
眼
科
医
療
支
援
事
業

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
（
K
i
n
g
d
o
m 

o
f  

C
a
m
b
o
d
i
a
）

は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
中
央
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
支

え
ら
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
世
界
遺
産
が

と
て
も
有
名
な
国
で
す
。
長
い
内
戦
の
時
期
を
乗
り
越
え
、
1
9
9
3

年
に
新
生
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
治
安
や
経

済
も
安
定
期
に
入
り
、
復
興
へ
と
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
日

本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
世
界
各
国
の
支
援
団
体
が
学
校
の

建
設
を
始
め
と
す
る
支
援
活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
の
水
準
は
低
く
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
人
口
は
１
，６
０
０
万
人
で
す
が
、
国
全
体

で
眼
科
医
が
50
人
程
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
方
で
の
眼
科

の
医
療
水
準
は
低
く
、
視
力
保
護
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
過
去
の
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
眼
鏡
を
か
け
て

い
る
だ
け
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
み
な
さ
れ
虐
殺
の
対
象
と
な
っ
た
た

め
、
今
に
至
る
ま
で
国
民
の
視
力
矯
正
へ
の
意
識
は
特
に
低
い
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
伝
統
的
な
奉

仕
活
動
で
も
あ
る
視
力
保
護
を
基
軸
と
し
た
奉
仕
活
動
を
実
践
し
て
行

く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
医
療
人
材

の
育
成
へ
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
奉
仕
活
動
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ
が
放
つ
光
は
小
さ
な
一
灯
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
眼
科
医
療
支

援
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
秋
に
は
、
在
仙
台
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
名
誉
領
事
館
の
名

誉
領
事
田
井
進
様
の
ご
高
配
に
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
国
立
病

院（
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
病
院
を
中
核
と
し
て
全
国
に
12
か
所
）に
向
け

て
及
ぼ
す
清
浄
化
の
効
果
に
つ
い
て
用
い
、「
憐
み
と
恐
れ
の
情
の
浄

化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）で
あ
る
」と
規
定
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
抑
圧
さ
れ

た
感
情
を
呼
び
起
こ
し
情
緒
的
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
解
放
す
る
行
為

を
カ
タ
ル
シ
ス
と
云
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
君
と
カ
タ
ル
シ
ス
」コ
ン
サ
ー
ト
は
、
音
楽
療
法
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
音
楽
療
法
と
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
し
精
神
的
な

癒
し
を
も
た
ら
す
こ
と
を
云
い
、
そ
の
効
果
は
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
音
楽
の
力
で
脳
の
自
律
神
経
を
調
整
し
、
感
情
な
ど
を

安
定
さ
せ
る
の
が
音
楽
療
法
の
目
的
で
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
特

に
効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は
、
ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
・
ル
フ
ラ
ン
を
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
、
支
援
す
る
難
病
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
季
節
ご
と
に

1
回
の
公
演
を
基
軸
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
国
の
指
定

難
病
が
3
3
3
疾
病
あ
り
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）や
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、

た
医
療
支
援
物
資
の
寄
贈
ル
ー
ト
が
開
け
ま
し
た
。
３
３
２
―
C
地
区

眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
全
国
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
約
8
，4
0
0
個
の
度
付
き
眼
鏡
と
、
J
I
N
S
社
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
サ
ン
グ
ラ
ス
等
約
1
5
，0
0
0
個
を
東
京
・
赤
坂
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
大
使
館
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
領
事
館

か
ら
で
あ
れ
ば
、
医
薬
品
も
通
関
上
の
問
題
が
な
く
届
け
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
の
で
、
製
薬
会
社
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
点
眼
薬

４
，０
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
内
の
眼
科
医
療
機

器
販
売
会
社
の
ご
協
力
も
あ
り
、
眼
科
診
察
室
用
医
療
機
器
を
一
式
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
医
療

の
中
核
を
成
す
プ
ノ
ン
ペ
ン
国
立
病
院
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
後
国
内
に

12
か
所
あ
る
国
立
病
院
に
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
回
の
眼
科
医
療

支
援
物
資
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
低
視
力
者
の
低
減
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

難
病
患
者
支
援
の
た
め
の

「
君
と
カ
タ
ル
シ
ス
」コ
ン
サ
ー
ト

　

仙
台
エ
コ
ー
L
C 
仙
台
こ
だ
ま
支
部
は
、
会
員
の
山
口
慶
子
Ｌ
（
医

師
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
が
中
心
と
な
り
N
P
O
法
人
を
立
ち
上
げ
、
難
病

患
者
支
援
の
た
め
の
「
君
と
カ
タ
ル
シ
ス
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
定
期
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
利
益
は
、
仙
台
市
難
病
支
援
セ
ン

タ
ー
と
相
談
を
重
ね
て
難
病
患
者
の
支
援
団
体
：
宮
城
県
難
病
患
者
家

族
連
絡
協
議
会
に
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
タ
イ
ト
ル
の 

「
カ
タ
ル
シ
ス
」は
、
哲
学
用
語
で「
心
を

浄
化
す
る
」と
い
う
意
味
で
す
。
清
浄
な
（
カ
タ
ロ
ン
）も
の
に
す
る
こ

と
、
浄
化
」 （
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
）
を
意
味
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ

の
語
を
文
学
論
上
の
用
語
と
し
て
、
と
く
に
悲
劇
が
人
間
の
魂
に
対
し

児
童
養
護
施
設
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ（
出
向
い
て
届
け
る
）コ
ン
サ
ー
ト

も
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
２
０
2
1
年
７
月
21
日
に
シ
ョ
パ
ン
作
曲
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
一
番
を
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
に
よ
る
演
奏
に
て
行
い
、
予
定
を
超
え
る
お

申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
急
遽
２
回
公
演
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
11
月
28
日（
日
）に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
コ
ン

サ
ー
ト
と
の
中
に「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」と
い
う
難
病
患
者
の
支
援
を
目
的

に
第
13
回「
君
と
カ
タ
ル
シ
ス
」コ
ン
サ
ー
ト
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
難
病
の
第
一
人
者
で
東
北
大
学
消
化
器
外
科
名
誉
教
授
の
佐
々

木
巌
先
生
を
お
招
き
し
て
、
ご
講
話
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
も
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り

た
く
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
2
0
2
1
年
11
月
）

　

仙
台
L
C
は
、
11
月
24
日（
水
）18
時
か
ら

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
仙
台
市
）
に
お
い

て
、
生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
を

支
援
し
て
い
る
宮
城
県
内 

13
の
福
祉
支
援

活
動
団
体
に
対
し
て
総
額
１,
０
０
０
万
円

の
助
成
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

支
援
の
助
成
金
を
受
け
た
団
体
を
代
表
し

て
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
鈴
木
宏
二
様
か
ら
は
、「
い
た
だ

い
た
助
成
金
を
生
活
困
難
者
の
越
冬
支
援
な

ど
に
役
立
て
た
い
。」 「
社
会
の
中
で
弱
い
立

場
の
人
達
を
支
援
す
る
団
体
を
見
守
る
形
と

し
て
、
と
て
も
助
成
金
は
あ
り
が
た
い
。」な

ど
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

仙台エコーLCの倉林会長（前左）と田井在仙台カンボジア王国名誉領事（前右）
仙台エコーLCと仙台こだま支部の皆さん（後）

在仙台カンボジア王国名誉領事館銘板

難病患者支援の「君とカタルシス」コンサート風景
ピアノを奏でる山口慶子L

贈呈13団体と仙台LCの皆さん

福祉支援活動団体への贈呈式風景

多大な助成金を寄付された
仙台LCの菊地禮蔵Lの挨拶

服部耕三クラブ会長の挨拶

仙
台
エ
コ
ー
L
C

仙
台
こ
だ
ま
支
部
活
動
報
告
〈
2
0
2
1
年
秋
〉

新発足支部
活動報告

仙
台
エ
コ
ー
L
C

仙
台
こ
だ
ま
支
部 

幹
事

L
山
口 

克
宏

仙台LC
福祉活動助成金贈呈式
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INFORMATION

　世界ライオンズ奉仕デーに合わせて10月10日（日）、
かねてから企画していた「奉仕活動」を実施しました。
場所は宮城県泉警察署敷地内フェンスに当クラブで設
置してある防犯パネルの清掃です。当クラブ8名の他、
世界ライオンズ奉仕デーで奉仕活動現場に訪れた伏見
キャビネット会計と松田筆頭副幹事のお二人も参加し、
好天の中、和気あいあいと清掃活動が行われました。
この防犯パネルがあることで地域の防犯に大いに役立
つことを願いつつ清掃奉仕は終了しました。清掃前に渡
邊署長、佐藤警務課長と有意義な懇談があったことを
申し添えて報告といたします。

　11月21日(日)、石巻日和LCのアクティビティとして道
の駅上品の郷で食料支援街頭募金を実施しました。コ
ロナに悩む大学生・留学生・専門学校生さん、一般の
ご家庭へ無料食糧支援に向けての募金活動です。皆様
の優しい心に感謝いたします。

　12月24日（金）、石巻日和LCでは住吉幼稚園と稲井
幼稚園の希望するご家庭にサンタクロース姿で訪問し、
メッセージ付きでプレゼントを手渡しました。子ども達
の驚き喜ぶ姿と笑顔がとても素敵でした。

日時：2021年11月28日（日）

日時：2021年12月24日（金）

　柴田町内９件 17名のお子さんに、各ご家庭からお
預かりしたクリスマスプレゼントと柴田ＬCからお菓子を
プレゼントしました。また、各ご家庭にライオンズクラ
ブのパンフレットをお渡しして、ライオンズクラブの活動

をPRしました。その後、船岡城址公園で行われている
ファンタジーイルミネーション会場に行き、会場の皆さ
んにクリスマス気分を味わっていただきました。

　12月17日(金) 東松島市社会福祉協議会に歳末助け
合い募金を贈呈しました。クラブより10万円、クラブ員
有志により10万円、合計で20万円の寄付です。

日時：2021年12月22日	(水)
場所：仙塩丘の上管理事務所
参加：L10名

『こども食堂in塩釜』  ～お持帰り食品バ－ジョン～
　月見ヶ丘小学校児童130名に食品を配布いたしまし
た。クリスマス目前のこの日は、クラブ会長がサンタク
ロ－スに扮し“メリ－クリスマス”のご挨拶で児童をお迎え
し、加藤ガバナ－より食品を手渡していただきました。
　キャビネットよりご支援賜りましたレトルトご飯2種類
もプラスし、小雪散る中での2021年最後のアクティビ
ティ。元気な子供たちの笑顔に癒された時間でした。

　12月28日（火）毎年恒例の「多賀城市福祉工房のぞみ
園・クリスマス＆仕事納め会」にケーキをプレゼントいた
しました。コロナ禍の影響で行事を減らしているという
ことで、園生の皆さんはこの日を楽しみにしてくれていま
した。2022年はコロナ禍も終息し、楽しい行事がいつも
のように出来るよう願っています。参加ライオンは2名。

趣旨▶ アクティビティこそがクラブ活性化の原動力です。このコンペティションを通じ、自クラブのアクティビティ
  を活性化し、他クラブのアクティビティを知ることで、今後のアクティビティの参考にしていただきたいと
  思います。
募集アクティビティ▶  次の２つの部門で募集いたします。
 1 新規アクティビティ部門……2020年１月以降、コロナ禍において新たにスタートしたアクティビティ
 2 アクティビティ企画部門……これから新たに実施したいアクティビティ
  ※個人、有志単位等でも応募が可能です。
  ※地域の隠れた課題に取り組むものや、斬新なアイディア、スタイル、告知方法など先進的と考えられる
  　アクティビティを募集します。
募集期間▶  2022年3月31日（木）迄　（詳細は各クラブへのご案内を参照ください）

 332-C地区
アクティビティ・
コンペティション

仙台泉中央LC 

石巻日和LC 

1R1Z

4R1Z

泉警察署防犯パネルの清掃

食糧支援街頭募金
Xmasサンタクロースアクティビティ

船岡駅前の清掃奉仕活動

Xmasサンタクロースアクティビティ

東松島LC

柴田LC 2R1Z

4R1Z

アクティビティレポート
ACTIVITY REPORT 332-C

こども食堂in塩釜
塩釜LC 3R1Z

福祉工房のぞみ園 クリスマス＆仕事
納め会にケーキをプレゼント

多賀城LC3R1Z

募集
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INFORMATION・1

332-C合計
アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員

件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

39 1,344,062 18 70 1,532 1,519 38 9 1,548 435 336 390

　

12
月
11
日（
土
） 

大
崎
市
図
書
館
に
お
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
S
y
n
a
p
s
e
40
が
主
催
し
た「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
」に
お
い
て
、「
友
愛
と
相
互
理
解
に
よ
る

地
域
社
会
の
発
展
」と
題
し
、
加
藤
俊
治
ガ
バ
ナ
ー
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
を
聴
い
て
い
た
中
学
生
の
一
人
が
、「
日
本
人
の
中
に
は
自
分

が
や
ら
な
く
て
も
、
誰
か
が
や
る
か
ら
い
い
や
！
と
思
う
人
が
な
ん
と
多
い

こ
と
か
。」
と
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、「
S
y
n
a
p
s
e
40
で
の
活
動
を
通

じ
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
困
っ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ャ
ル
ガ
オ
島
の
子

ど
も
達
に
、
未
使
用
の
文
房
具
を
贈
る
た
め
に
他
の
メ
ン
バ
ー
と
考
え
た

い
」と
行
動
を
始
め
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第104回ライオンズクラブ国際大会は、2022年6月24日～28日にカナダのモントリオールで開催されます。
公式行事の会場はパレ・デ・コングレ・モントリオールとベルセンターです。	登録受付中。	（2022年2月8日現在）

「ガバナーと語ろう	新入会員座談会」の集大成として、クラブの垣根を越えた同志が一同に会する入会式を、
ライオンズで毎年開催されている「世界入会デー」に沿って行いたいと思います。（※詳細は各クラブへのご案内参照）

2022年1月度 マンスリー集計

「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
」で

加
藤
ガ
バ
ナ
ー
が
講
演
し
ま
し
た
　

●
12
月
11
日（
土
）　
大
崎
市
図
書
館

女
川
町
役
場
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会

●
12
月
24
日（
金
）　
女
川
町

X
m
a
s
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ （
石
巻
日
和
L
C
）

●
12
月
24
日（
金
）　
石
巻
市

3
3
2
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会

●
12
月
8
日（
水
）　
秋
田
市

会員数 1,548名
第104回 年次国際大会
LCICon 2022 モントリオール

332-C地区 GMT委員会主催

世界入会デー開催
日時：2022年４月１日（金） 17時～	（16時30分受付）

場所：パレスへいあん　仙台市青葉区本町1-2-2

対象：2021年１月～2022年度入会者と新入会員のスポンサー

ガバナーの クラブ訪問
ちょっと

石巻中央LC　例会（12/14）

仙台青雲LC　例会（12/23）

仙台東LC　例会（1/25）

仙台萩LC　例会（12/9）

志波姫LC　例会（12/21）

富谷LC　例会（1/19）

			加藤ガバナーは各クラブの例会やアクティビティに精力的に参加しています。その一部を写真で紹介いたします。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事　
L
新
木	

経
嗣（
石
巻
日
和
L
C
）

Governor  Topics
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　2021年12月8日（水）  秋田キャッスルホ
テルにおいて 「2021-22年度国際平和ポス
ターコンテスト332複合地区選考会」が開催
されました。
　332-A～F地区の各準地区にて選考の
上、出展された18点について審査の結果、
Ｅ地区（山形県）の鈴木えりもさん (南陽市立
南内中学校１年)の作品を最優秀作品と決
定。332複合地区より国際平和ポスターコン
テスト参加作品として国際協会へ出展する
事になりました。
　又、優秀賞としてＡ地区 武蔵愛来さん、
Ｂ地区 山口結貴さん、Ｃ地区 大森貫大さ
ん、Ｄ地区 齋藤ゆうあさん、Ｅ地区 長谷
部駿太さん、Ｆ地区 加藤野乃香さんが選
ばれました。これら６点と最優秀賞、努力
賞については、賞状と記念品が贈られます。

準地区への応募総数	 3,940点
Ａ地区（青森県）	 1,555点
Ｂ地区（岩手県）	 71点
Ｃ地区（宮城県） 38点
Ｄ地区（福島県）	 2,052点
Ｅ地区（山形県）	 204点
Ｆ地区（秋田県）	 20点

開催年月日 2022年5月14日（土）
代議員会
式典会場 

マルホンまきあーとテラス
 〒986-0032	宮城県石巻市開成1- 8

代議員会 登録受付   9:00～10:00
 委員会   9:30～  9:50
 全体会 10:00～10:30
 分科会 10:40～11:10
 総　会 11:20～12:00
大会式典 登録受付   9:00～13:00
 式　典 13:00～15:00
登録締切日 2022年4月8日（金）
大会登録料 2,800円
※今後の新型コロナウイルス感染症の状況により変更になる場合もあります。（2022年2月8日現在）

準
地
区
別	

作
品
応
募
数

INFORMATION

ライオンズクラブ国際協会332-C地区

第68回地区年次大会

2021-22年度 国際平和ポスターコンテスト

332複合地区選考会の報告

332-E地区（山形県）	鈴木えりもさんの作品

最優秀賞


